
各グループの報告 ●5 6●教会紹介／教会情報

ペンテコステ  2026/11  № 163

6● 教会紹介／教会情報

教会紹介　　　　　　　丸岡福音キリスト教会　福井県坂井市丸岡町西里丸岡 10-9

　今年、8月 30日午前 4時 30分に福井県嶺北地方に大雨特別警報が発令され、

数時間後、教会横の田島川が氾濫し、教会は床下浸水になりました。幸い被害は

少なく、事なきを得ましたが、主の御手が働いていたことを感謝いたします。

　今年の教会聖句は、「宣教する教会」です。宣べ伝えるのはもちろん、相手の

ことをよく聞いてあげることも宣教であると考え、相手に寄り添い、理解してあ

げるようにと努めています。そして、ゴスペルや聖句書道展など行い、まだ福音

を聞いていない方々にできるだけ、イエス・キリストを知っていただけたらと思

って活動しております。

　少子高齢化ですが、高齢者と次世代の方々にはそんなに大きな溝はなく、豊か

な交わりを絶やさずに礼拝や各種集会を行っております。 （菅原純次）

ＦＣＭＦ秋の聖会（2026年9月20～21日 福井県敦賀市・きらめきみなと館）
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私
は
牧
師
家
庭
に
生

ま
れ
、
成
長
す
る
中
で

神
様
が
私
を
献
身
へ
と

導
い
て
お
ら
れ
る
こ
と

に
気
づ
き
ま
し
た
。
し
か
し
、
牧
師
の
働

き
の
忙
し
さ
や
人
間
関
係
の
難
し
さ
、
さ

ま
ざ
ま
な
問
題
へ
の
対
応
、
経
済
的
な
困

難
を
目
の
当
た
り
に
し
、「
牧
師
に
だ
け

は
な
り
た
く
な
い
」
と
思
う
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。

　
神
様
は
御
言
葉
や
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
通
し

て
何
度
も
語
り
か
け
て
く
だ
さ
い
ま
し
た

が
、
私
は
な
か
な
か
そ
の
導
き
を
受
け
入

れ
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。

　
そ
ん
な
あ
る
日
、
月
に
一
度
の
合
同
集

会
に
、
カ
ナ
ダ
か
ら
二
人
の
宣
教
師
が
来

ら
れ
ま
し
た
。
そ
の
時
も
神
様
は
彼
女
た

ち
を
通
し
て
語
ら
れ
ま
し
た
が
、
私
は
心

を
閉
ざ
し
て
い
ま
し
た
。
す
る
と
、
そ
の

う
ち
の
一
人
が
「
神
様
か
ら
言
葉
が
与
え

ら
れ
て
い
ま
す
」
と
言
っ
て
、
箴
言
３
章

５
〜
６
節
を
下
さ
い
ま
し
た
。

「
心
を
尽
く
し
て
主
に
拠
り
頼
め
。
自

分
の
悟
り
に
た
よ
る
な
。
あ
な
た
の
行
く

所
ど
こ
に
お
い
て
も
、
主
を
認
め
よ
。
そ

う
す
れ
ば
、
主
は
あ
な
た
の
道
を
ま
っ
す

ぐ
に
さ
れ
る
。」
ま
さ
に
自
分
の
心
を
指

摘
さ
れ
た
よ
う
で
、
ハ
ッ
と
し
ま
し
た
。

し
か
し
、「
も
う
二
度
と
会
う
こ
と
の
な

い
人
た
ち
だ
か
ら
」
と
自
分
に
都
合
よ
く

考
え
、
神
様
の
語
り
か
け
を
無
視
し
て
し

ま
い
ま
し
た
。

　
と
こ
ろ
が
翌
週
の
日
曜
日
、
予
定
が
変

更
に
な
り
、
そ
の
二
人
の
宣
教
師
が
私
た

ち
の
教
会
に
来
ら
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。
逃
げ
道
が
な
く
な
っ
た
と
感
じ
た
私

は
、
そ
の
日
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
通
し
て
、

神
様
か
ら「
わ
た
し
に
従
っ
て
き
な
さ
い
」

と
強
く
語
ら
れ
ま
し
た
。
そ
れ
で
も
、
こ

れ
ま
で
何
度
も
神
様
の
働
き
か
け
を
無
視

し
て
き
た
私
は
、
人
の
目
を
気
に
し
て
応

答
す
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。
そ

し
て
つ
い
に
、
メ
ッ
セ
ン
ジ
ャ
ー
か
ら
直

接
、「
神
様
が
あ
な
た
に
こ
う
言
っ
て
い

ま
す
。
す
べ
て
を
捨
て
て
、
わ
た
し
に
従

っ
て
き
な
さ
い
」
と
告
げ
ら
れ
ま
し
た
。

　
思
わ
ず
「
こ
れ
は
最
後
の
チ
ャ
ン
ス
で

す
か
」
と
尋
ね
る
と
、
彼
女
は
「
最
後
で

す
」
と
答
え
ま
し
た
。

　
こ
う
し
て
私
は
、神
様
の
憐
れ
み
と
愛
、

そ
し
て
忍
耐
深
い
導
き
に
よ
っ
て
、
よ
う

や
く
献
身
へ
と
踏
み
出
す
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。

　
今
は
、
こ
ん
な
私
を
見
捨
て
ず
、
忍
耐

を
も
っ
て
導
い
て
く
だ
さ
っ
た
神
様
の
恵

み
に
応
え
る
者
と
し
て
、
死
に
至
る
ま
で

忠
実
に
仕
え
、
与
え
ら
れ
た
使
命
を
全
う

し
て
い
き
た
い
と
願
っ
て
い
ま
す
。
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　私たちの願いはすべてのＴＰＫＦの信徒が１部ずつ持つことです。　私たちの願いはすべてのＴＰＫＦの信徒が１部ずつ持つことです。

　ご意見、ご感想は次のメールアドレスにお願いします。pentecost@tpkf.org　　　　　ＴＰＫＦの公式ホームページ　https://tpkf.org/

■イーストフェローシップデー 〈イースト〉

　9月 23 日（祝日）に町田純福音教会において、イースト

フェローシップデーが開催されました。TPKF イーストの諸

教会が一つところに集まり、共にイエス・キリストを賛美す

るオープニングから聖霊の働きを豊かに味わう時となりまし

た。メッセージでは神奈川の開成クリスチャンセンターを開

拓された芳三容子先生が力強く開拓伝道の大切さを語ってく

ださり、どんな時でもチームワークを大切にして、一つのチ

ームとして前進することを主は望んでおられることを教えら

れる時となりました。午後からは年齢別の分科会が開かれ、

同年代の兄弟姉妹と信仰生活の悩みなどを共有し、笑いあり、

感動ありの楽しく、そして有意義な時となりました。やはり

愛する兄弟姉妹と顔と顔で交わることで元気と力を頂けるの

だと教えられるひと時となり、来年の再会を楽しみにしなが

ら幕を閉じました。ハレルヤ！ （町田純福音教会　小川祐司）

■ FCMF秋の聖会 〈FCMF〉

　9月 20 日（日）～ 21 日（月）に福井県敦賀市のきらめ

きみなと館で、FCMF秋の聖会がもたれました。テーマは「御

霊によって生きる」（ガラテヤ５・25）。講師には御殿場純

福音キリスト教会の中見透牧師をお迎えしました。

　日曜礼拝を終えて集まった初日と、休日である 2日目は

朝から夕方まで、3つの聖会で御言葉に聞き、中見師の豊か

な経験談と宣教への情熱に刺激を受けつつ、励ましをいただ

きました。各聖会後には毎回祈りの時間をとり、内に住んで

おられる聖霊様が働いてくださる期待に満ちました。聖会毎

に特別賛美が演奏され、共に主をあがめました。

　2日目はキッズ・プログラムがもたれ、子どもたちが伸び

伸びと楽しく過ごしている様子が印象的でした。また今回も

2台のキッチンカーに来ていただき、約 2時間の昼食と交わ

りの時間を楽しみました。主に感謝します。 　（札場義宣）

■キリスト福音教会秋季聖会〈キリスト福音〉

　9月 21 日（月 /祝）に日本フィンランド学校でキリスト

福音教会秋季聖会が行われ、146 名の参加がありました。

テーマはヨハネ 15・16 から「さぁ、出かけていこう」、講

師は奈良ブレッシングチャーチ牧師の李守先生でした。

　聖会Ⅰでは、ルカ５・１～ 11から、ご自身の救いと献身

の証を交えて、主に従う人生こそ本当の人生、最高の人生で

あると語ってくださいました。また、聖会Ⅱでは、テーマ聖

句を中心に、私たちは恵みにより主につながり多くの実を結

ぶように選ばれたこと、日本にリバイバルが来るために「主

よ、私を造り変えてください」「主よ、私を用いてください」

という 2つの祈りが必要であることを語ってくださり、そ

の後、参加者一人一人が招きに応じて祈り、主への賛美と期

待に溢れる時間となりました。

　他にも、キッズ聖会やユース交わり会、カフェや福音の家

の出店などがあり、祝福された聖会となったことを主に感謝

します。 （水口キリスト福音教会　西川牧雄）

　ＫＢＩのためにいつもお祈りとご支援をあ

りがとうございます。ＫＢＩでは来たる 11

月 25 日（水）～ 27 日（金）にＫＢＩフレンズシェア（旧

ワーカーズシェア）がもたれます。講師は豊田信行師（ニュ

ーライフキリスト教会）です。この 2、3年、超教派の集会

でよく目にするワードは「協力」「共に」とか「繋がり（コ

ネクト）」のように思います。日本のリバイバルが益々近づ

く時に、励まし合い、本音で語り合い祈り合う繋がり、「自

分の安全地帯がある」ことの必要を感じます。ＫＢＩフレン

ズの会にはＫＢＩ卒業生、修了生でなくても入会できます。

ＫＢＩを通しての繋がりがさらに拡がっていくようにと願い

ます。それから、ぜひＫＢＩの来年度の新入生のためにもお

祈りをよろしくお願いします。主が呼んでおられる一人一人

が信仰の一歩を踏み出すことができますように。

（関西聖書学院　髙橋めぐみ）

■ＫＢＩ

■イースト

○伊勢原聖書キリスト教会

教会名変更

伊勢原聖書キリスト教会→いせはら聖書キリスト教会

■ＦＣＭＦ

○Hope House

10月グン・クレスエイエ宣教師、15年の日本宣教を終えて

ノルウェーに帰国。ご奉仕ありがとうございました。

○北広島自由キリスト教会

教会名変更「須磨自由キリスト教会　北広島教会」、

通称　北広島教会

○岐阜純福音教会

秋のユースキャンプ

日時:10月11～12日、特別ゲスト：北山奨先生（神戸キリ

スト栄光教会）、会場：岐阜純福音教会

○小松ベタニヤ福音教会

新会堂建設のための土地取得完了

■ＫＦＫ

○平川めぐみ教会

8月中村光芳伝道師退職

教会情報・働き人情報

第63回 ＴＰＫＦ大会ご案内
日程：2027年4月28日㈬～30日㈮
講師：福野正和師
　　　（RIC南大阪福音教会主任牧師）
場所：滋賀県　希望ヶ丘青年の城（予定）
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  ＨＯＰをご支援いただいているＴＰＫＦ諸教会の皆様へ  ＨＯＰをご支援いただいているＴＰＫＦ諸教会の皆様へ

富士純福音キリスト教会グレイスチャーチ　川西ヨルゲン

　主の御名を賛美します。 

　バングラデシュの貧しい子どもたちのための施設、ホーム・

オブ・ピース（HOP）のために、これまでお祈りと温かいご

支援を賜り、心より感謝申し上げます。また、TPKF 大会では

「HOPカフェ」を開催させていただき、多くの皆様にご協力い

ただきました。おかげさまで、64,212 円の収益を HOP の働

きのために献げることができました。皆様のご支援に心より感

謝いたします。 

　現在、バングラデシュ政府に提出している日本のHOP 支援

会からの支援約束書（レター・オブ・インテント）は、2026

年 12 月までとなっています。そのため、HOP 支援会として

は、今年 12月まで責任をもってその務めを果たしてまいりま

す。そして、2027 年 1月からは、新たに一般社団法人「HOP 

JAPAN」を設立し、新しい支援体制へ移行します。これまで栄

シャローム福音教会が事務局を担ってまいりましたが、今後は

事務局および事務所を新しい法人へ移行いたします。それに伴

い、小山英児先生も代表を退任します。北陸の FCMF の先生

方と関係もあるニュータウンカルバリーフェローシップの梶山

直樹先生が新しい代表となります。これからも、小山先生は理

事として支えますが、私、ヨルゲンも、新法人の理事として引

き続きHOPを支えていきます。

　近年、日本から海外への送金手続きは年々厳しくなっていま

す。これまで利用してきた三菱 UFJ 銀行横浜支店での窓口送

金も、9月 30 日をもって取り扱いが終了します。今後は新し

い「HOP JAPAN」の法人口座へ移行します。9月 30日以降の

ご送金につきましては、新しい「HOP JAPAN」を通してバン

グラデシュに送金することになることをご理解いただければと

願います。

　今年度も皆様の尊いご協力により、すでに 300 万円をバン

グラデシュのHOPへ送金することができました。

　この 10 年間にわたり、TPKF 諸教会の皆様からいただいた

ご支援とご協力に、心から感謝申し上げます。皆様の愛によっ

て、多くのバングラデシュの子どもたちが希望を見いだすこと

ができました。また、福音は未伝道地域へ届けられ、吉田隆先

生の働きを通して各地の村々に教会も建てられています。神の

国の働きが着実に前進していることを、共に感謝しています。

　HOP 理事長のアルバート先生からも、「HOP を支えてくだ

さった TPKF の皆様に、ぜひ感謝を伝えてほしい」との言葉を

いただいております。皆様の祈りとご支援がなければ、HOP

の子どもたちを支え続けることはできませんでした。振り返れ

ば 10年前、HOPは経営的に大変厳しい状況にあり、理事長の

アルバート先生が日本へ来られ、支援をお願いされました。ア

ルバート先生は、TPKF と同じ北欧ペンテコステ・ミッション

（Free Christian Churches of Bangladesh）の代表でもあります。

TPKF 諸教会の皆様がこの働きを自分たちの宣教として受け止

め、ともに担ってくださった結果、今年は 570 名の子どもた

ちを支えることができています。

　この 10 年間で、HOP の施設も大きく整えられました。安

定した電力が供給されるようになり、新しい教室棟が建設さ

れ、老朽化していた食堂も新しく建て替えられました。さらに、

HOP の卒業生たちは教師、ソーシャルワーカー、警察官、看

護師などとして社会に送り出され、それぞれの場所で福音の光

を輝かせています。 

　支援体制は新しくなり、TPKF の公認の働きではなくなりま

すが、HOPの働きは続きます。どうか今後とも、バングラデシュ

の子どもたちとHOPの働きを覚え、お祈りいただきますよう、

心よりお願い申し上げます。

  日本宣教のためのパートナーシップの構築

フィダ・インターナショナル　　　　
執行顧問　ハリ・ハコラ　

　フィンランドのペンテコステ教会から世界

各地に宣教師を派遣してきましたフィダ・イ

ンターナショナル（以前はフィンランド自由海外伝道）は、ほ

ぼ 1世紀にわたり、世界中の教会や地域社会と協力し、希望

をもたらし、より良い未来を築くために活動してきました。

　私たちは宣教地諸国の地元の教会と協力し、イエス・キリス

トの福音を伝え、あらゆる国、文化、地域社会の人々が福音に

触れられるよう取り組んでいます。

　パートナーシップは、フィダの活動の中核をなしています。

私たちは宣教地の地元の教会や、キリスト教のパートナーと協

力し、彼らが地域社会に奉仕し、文化や言語の壁を越えて福音

を広める能力を強化しています。

　日本への最初の宣教師が日本にやって来てから 75年以上が

たちました。それ以来、いくつかの教会が設立され、フィダと

ＴＰＫＦに代表される日本のペンテコステ教会との間には、今

もなお強固な関係が築かれています。ＴＰＫＦとフィダとのパ

ートナーシップは実り多いものであり、私たちは今後数年にわ

たり、この関係をさらに深めていくことに尽力してまいります。

　今回日本での奉仕において新たな章を迎えるにあたり、フィ

ダはＴＰＫＦおよびキリスト福音教会と引き続き協力し、特に

学生伝道、メディア／アート、子ども伝道、教会開拓といった

分野において、まだ救われていない人々へ福音を伝える活動を

続けていきたいと考えています。（今までＴＰＫＦとフィダ間

で結ばれてきた関係をこの 11月に更新します。）

　将来的には、牧会奉仕の訓練を受けていないものの、これら

の様々な分野で経験が豊富であり、教会にとって祝福となり、

貴重な資源となり得る宣教師が数多く現れるでしょう。

子育て奮闘記 守山キリスト福音教会　上田佐和

　結婚前から、私たち夫婦は子どもについて・子育てについ

て話し合っていました。母だけクリスチャンの家庭で育った

私にとって、両親がクリスチャンの家庭は憧れでもあり、「望

んでも子どもを授からなかったら？里親や養子縁組の意向は

ある？」…「授かった場合、教育方針は？学校は？ホームス

クーリングがいいかな？」等、話題は尽きませんでした。そ

して、子どもの誕生の際には、どんな風に生きてほしいのか

願いを込めて、聖書から名前を付けました。

　我が家の子どもたちは、神様の守りと恵みの中、教会内・

外の多くの方に見守られ、現在、長男は高校生、次男は中学

生、長女と次女は小学生となりました。子ども 4人が乳幼

児の時には、こんなに大きくなる日が来るなんて想像する事

もできず、終わりがないように感じる子育てと家事に追い立

てられるように毎日が過ぎ、待ったなし。いつも自分の事は

後回し、座る暇もないような日々だったように思います。

　そんな中でも、いつ

も心に指針として持っ

ている御言葉は申命記

６・４～７でした。「聞

け、イスラエルよ。主

は私たちの神。主は唯

一である。心を尽くし、

いのちを尽くし、力を

尽くして、あなたの神、主を愛しなさい。私が今日あなたに

命じるこれらのことばを心にとどめなさい。これをあなたの

子どもたちによく教え込みなさい。あなたが家で座っている

ときも道を歩くときも、寝るときも起きるときも、これを彼

らに語りなさい。」日々の生活の中で、一緒に色々なことを

経験できることが子育ての特権でもありますが、ひとつひと

つの出来事について、聖書は何と教えているのか、神様はど

のようなお方か、折に触れ説明したり話し合ったり、考えさ

せたりしてきました。

　先日、象徴的なことがありまし

た。同じテーブルで、息子たちと私

の 3人でそれぞれに勉強や休憩を

していた時のことです。息子の選ん

だ BGMの歌詞に「君は僕の神様だ

ね～♪」と流れてきて、思わず私が

「それはおかしいやろっ！」と呟く

と、待ってましたとばかりに息子二

人が顔を合わせて笑うので、二人し

て何？と言うと「ママ絶対そう言う

と思った！」と声を揃えて笑うので

す。私：「こんな

ん歌っとったらあ

かんで」息子：「分

かってるやん。比

喩やし」私：「比

喩でもおかしいやろ。君は絶対神様じゃないやんか。『ゼロ

から始まった森羅万象』っていうのも、おかしいやろ」、息

子：「分かってるやん」という具合に会話が続きます。これ

は、一つの例に過ぎませんが、こんな風に、この世に流れる

情報をどの様に捉えるのか、私たちの神様はどんな方なのか

を、何度でも伝えます。

　もう一つ、大人向けの時事問題の勉強会を開催した時の出

来事です。ある参加者が「親がクリスチャンで子どもの時に

教会に連れていかれていた。ずっと世界は神様が創造したと

教えられていたのに、学校で進化論について初めて耳にして

びっくりした。」との発言を聞いたとき、「私はクリスチャン

なのですが、進化論も創造論もどちらも主張であって、ど

ちらも証明されてないんです。科学者の中には『Something 

Great』などと言って、進化論を否定せざるを得ない方々も

一定数おられて研究が続いています。私は創造論を支持して

います」と世界のトレンドについて伝えると、他の参加者の

中には「なるほど、考えてみれば確かにそうだなあ…。」と

か「私はどちらかというと進化論かなあ」とか、議論が生ま

れました。つまり、こういった会話が親子でも重要だと思っ

ています。聖書を通して世界を見、世界を通して聖書を考え

る習慣をつけることは誰にとっても大切です。

　小学生の娘たちは今、「暗唱聖句」にはまっています。自

分の名前の由来になった箇所、自分が好きな御言葉を、繰り

返し自分たちで書いては飾ったり、誰かにプレゼントしたり

します。子どもの頃から聖書に親しみ、その言葉にきっと勇

気や元気をもらっていたのでしょう。先日は、私の整体の先

生に、可愛い手作りのカードに御言葉

を添えてプレゼントして大変喜ばれま

した。教えてもないのに、こんな風に

周りの人々に祝福を分かち合う娘たち

を見ると子どもから教えられ、神様に

感謝せざるを得ません。

　これから子々孫々、「神のみ姿を捨

てられないとは考えずに地に下り、ご

自分の命さえも捨てて私たちを愛して

くださったイエス・キリストの愛」に

全身全霊をもって応えられるのなら、

こんなに嬉しいことはありません。

4 人の子どもたち（2022 年）

長男の高校入学（2025 年）

母の 78 歳誕生日（2026 年）
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　　信仰のきっかけ 深草キリスト福音教会　曽我篤嗣　

　あれは 12 年前のことでした。

当時大学院に入り、自身の将来で

悩みを抱えていた私を見かねてな

のか、友人が教会に来ないかと誘

ってくれたのです。私はカトリック系の中高一貫校に通

っていたため、聖書の知識はわずかながらありました。

ものぐさな性格で、飽きっぽい傾向にあり、新たな環境

が苦手だった当時の私は「友人がいる」ことだけを頼り

に教会に通い始めました。

　このような性格の私でしたが、一度きりでは終わらず

それからも継続して礼拝に出席していました。そして牧

師のメッセージや聖書の学びを通じて、なによりも主の

前に跪き、祈ることがだいじであると気が付いたのです。

私が本格的に信仰を抱くきっかけになった御言葉を紹介

いたします。耳にした瞬間に冒頭で述べた悩みが吹っ切

れ、「主の道に入ろう」と心から思えました。「何も思い

煩わないで、あらゆる場合に、感謝をもってささげる祈

りと願いによって、あなたがたの願い事を神に知ってい

ただきなさい」（ピリピ４・６）

　以前いた教会から移り、深草教会で礼拝を捧げ始めて

気がつけば７年以上経過しました。教会にいること、主

に礼拝を捧げること、イエス・キリストの御名を崇め、

祈ることはもはや生活の一部となりつつあります。いま

では司会の奉仕をさせていただいていることもあり、御

言葉と向きあい、いただくという恵まれた日々を過ごし

ています。まことに感謝いたします。ほんとうにみなさ

まによくしていただき、改めて主と向き合う日々を送る

ことができています。これからも主とともに歩み、思い

煩うことなく主を見上げる者として生きてゆこうと思い

ます。

　　救いの証 町田純福音教会　古川民代　

　七人兄弟の末っ子として九州で生まれた私は両親に大

切に育てられました。その後、学校を順調に卒業して、

愛知県に引っ越しをし、東京青山で夫である古川と出会

い、結婚後、町田の山崎団地が抽選で当たり町田市に引

っ越し、子供にも恵まれ幸せな家庭生活を夢見ていたの

ですが、あることで人にだまされ、沢山のお金を取られ、

人間関係においても悩み、最終的に死を選んだこともあ

り、悲しい人生を歩んでいました。そんな時にある親子

と出会い、その方々から家庭集会に誘われて参加しまし

た。そこで御言葉を語ってくださった教会の牧師先生に

自分の過去を包み隠さず、全て話しました。「大変な目

にあいましたね。」先生のその一言に自然と涙が溢れ、

張り詰めていた背中が楽になったのを今でも覚えていま

す。その後、家にあったお札などを全て処分していただ

き、私を惑わしてきた紙切れから解放されました。「ま

た騙されるのではないか！」という不安は消え、私は教

会に通うようになり、そして十か月

目に洗礼を受けてクリスチャンとな

り、私の信仰生活がスタートしまし

た。金曜日の婦人会、日曜日は子供

たちのための日曜学校、そしてイエス様への礼拝。金曜

日も日曜日も楽しみな生活をしていたのですが、その後

いろいろなことがあり、私はしばらく教会に行くのを止

めてしまいました。それでも神様への思いは消えること

なく、いつしか不思議と足は教会へと向いていました。

初めは毎週一番後ろの席に座って献金だけ置いて早く帰

る繰り返しでした。でも教会員の婦人の皆さんが暖かく

接して下さり、その優しさにいつも神の愛を見ていまし

た。神の御言葉によって強められ、神への賛美によって

力を頂き、今日もイエス様への信仰によって生きている

この恵みに心から感謝いたします。
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富士純福音キリスト教会グレイスチャーチ　川西ヨルゲン

　主の御名を賛美します。 

　バングラデシュの貧しい子どもたちのための施設、ホーム・

オブ・ピース（HOP）のために、これまでお祈りと温かいご

支援を賜り、心より感謝申し上げます。また、TPKF 大会では

「HOPカフェ」を開催させていただき、多くの皆様にご協力い

ただきました。おかげさまで、64,212 円の収益を HOP の働

きのために献げることができました。皆様のご支援に心より感

謝いたします。 

　現在、バングラデシュ政府に提出している日本のHOP 支援

会からの支援約束書（レター・オブ・インテント）は、2026

年 12 月までとなっています。そのため、HOP 支援会として

は、今年 12月まで責任をもってその務めを果たしてまいりま

す。そして、2027 年 1月からは、新たに一般社団法人「HOP 

JAPAN」を設立し、新しい支援体制へ移行します。これまで栄

シャローム福音教会が事務局を担ってまいりましたが、今後は

事務局および事務所を新しい法人へ移行いたします。それに伴

い、小山英児先生も代表を退任します。北陸の FCMF の先生

方と関係もあるニュータウンカルバリーフェローシップの梶山

直樹先生が新しい代表となります。これからも、小山先生は理

事として支えますが、私、ヨルゲンも、新法人の理事として引

き続きHOPを支えていきます。

　近年、日本から海外への送金手続きは年々厳しくなっていま

す。これまで利用してきた三菱 UFJ 銀行横浜支店での窓口送

金も、9月 30 日をもって取り扱いが終了します。今後は新し

い「HOP JAPAN」の法人口座へ移行します。9月 30日以降の

ご送金につきましては、新しい「HOP JAPAN」を通してバン

グラデシュに送金することになることをご理解いただければと

願います。

　今年度も皆様の尊いご協力により、すでに 300 万円をバン

グラデシュのHOPへ送金することができました。

　この 10 年間にわたり、TPKF 諸教会の皆様からいただいた

ご支援とご協力に、心から感謝申し上げます。皆様の愛によっ

て、多くのバングラデシュの子どもたちが希望を見いだすこと

ができました。また、福音は未伝道地域へ届けられ、吉田隆先

生の働きを通して各地の村々に教会も建てられています。神の

国の働きが着実に前進していることを、共に感謝しています。

　HOP 理事長のアルバート先生からも、「HOP を支えてくだ

さった TPKF の皆様に、ぜひ感謝を伝えてほしい」との言葉を

いただいております。皆様の祈りとご支援がなければ、HOP

の子どもたちを支え続けることはできませんでした。振り返れ

ば 10年前、HOPは経営的に大変厳しい状況にあり、理事長の

アルバート先生が日本へ来られ、支援をお願いされました。ア

ルバート先生は、TPKF と同じ北欧ペンテコステ・ミッション

（Free Christian Churches of Bangladesh）の代表でもあります。

TPKF 諸教会の皆様がこの働きを自分たちの宣教として受け止

め、ともに担ってくださった結果、今年は 570 名の子どもた

ちを支えることができています。

　この 10 年間で、HOP の施設も大きく整えられました。安

定した電力が供給されるようになり、新しい教室棟が建設さ

れ、老朽化していた食堂も新しく建て替えられました。さらに、

HOP の卒業生たちは教師、ソーシャルワーカー、警察官、看

護師などとして社会に送り出され、それぞれの場所で福音の光

を輝かせています。 

　支援体制は新しくなり、TPKF の公認の働きではなくなりま

すが、HOPの働きは続きます。どうか今後とも、バングラデシュ

の子どもたちとHOPの働きを覚え、お祈りいただきますよう、

心よりお願い申し上げます。

  日本宣教のためのパートナーシップの構築

フィダ・インターナショナル　　　　
執行顧問　ハリ・ハコラ　

　フィンランドのペンテコステ教会から世界

各地に宣教師を派遣してきましたフィダ・イ

ンターナショナル（以前はフィンランド自由海外伝道）は、ほ

ぼ 1世紀にわたり、世界中の教会や地域社会と協力し、希望

をもたらし、より良い未来を築くために活動してきました。

　私たちは宣教地諸国の地元の教会と協力し、イエス・キリス

トの福音を伝え、あらゆる国、文化、地域社会の人々が福音に

触れられるよう取り組んでいます。

　パートナーシップは、フィダの活動の中核をなしています。

私たちは宣教地の地元の教会や、キリスト教のパートナーと協

力し、彼らが地域社会に奉仕し、文化や言語の壁を越えて福音

を広める能力を強化しています。

　日本への最初の宣教師が日本にやって来てから 75年以上が

たちました。それ以来、いくつかの教会が設立され、フィダと

ＴＰＫＦに代表される日本のペンテコステ教会との間には、今

もなお強固な関係が築かれています。ＴＰＫＦとフィダとのパ

ートナーシップは実り多いものであり、私たちは今後数年にわ

たり、この関係をさらに深めていくことに尽力してまいります。

　今回日本での奉仕において新たな章を迎えるにあたり、フィ

ダはＴＰＫＦおよびキリスト福音教会と引き続き協力し、特に

学生伝道、メディア／アート、子ども伝道、教会開拓といった

分野において、まだ救われていない人々へ福音を伝える活動を

続けていきたいと考えています。（今までＴＰＫＦとフィダ間

で結ばれてきた関係をこの 11月に更新します。）

　将来的には、牧会奉仕の訓練を受けていないものの、これら

の様々な分野で経験が豊富であり、教会にとって祝福となり、

貴重な資源となり得る宣教師が数多く現れるでしょう。

子育て奮闘記 守山キリスト福音教会　上田佐和

　結婚前から、私たち夫婦は子どもについて・子育てについ

て話し合っていました。母だけクリスチャンの家庭で育った

私にとって、両親がクリスチャンの家庭は憧れでもあり、「望

んでも子どもを授からなかったら？里親や養子縁組の意向は

ある？」…「授かった場合、教育方針は？学校は？ホームス

クーリングがいいかな？」等、話題は尽きませんでした。そ

して、子どもの誕生の際には、どんな風に生きてほしいのか

願いを込めて、聖書から名前を付けました。

　我が家の子どもたちは、神様の守りと恵みの中、教会内・

外の多くの方に見守られ、現在、長男は高校生、次男は中学

生、長女と次女は小学生となりました。子ども 4人が乳幼

児の時には、こんなに大きくなる日が来るなんて想像する事

もできず、終わりがないように感じる子育てと家事に追い立

てられるように毎日が過ぎ、待ったなし。いつも自分の事は

後回し、座る暇もないような日々だったように思います。

　そんな中でも、いつ

も心に指針として持っ

ている御言葉は申命記

６・４～７でした。「聞

け、イスラエルよ。主

は私たちの神。主は唯

一である。心を尽くし、

いのちを尽くし、力を

尽くして、あなたの神、主を愛しなさい。私が今日あなたに

命じるこれらのことばを心にとどめなさい。これをあなたの

子どもたちによく教え込みなさい。あなたが家で座っている

ときも道を歩くときも、寝るときも起きるときも、これを彼

らに語りなさい。」日々の生活の中で、一緒に色々なことを

経験できることが子育ての特権でもありますが、ひとつひと

つの出来事について、聖書は何と教えているのか、神様はど

のようなお方か、折に触れ説明したり話し合ったり、考えさ

せたりしてきました。

　先日、象徴的なことがありまし

た。同じテーブルで、息子たちと私

の 3人でそれぞれに勉強や休憩を

していた時のことです。息子の選ん

だ BGMの歌詞に「君は僕の神様だ

ね～♪」と流れてきて、思わず私が

「それはおかしいやろっ！」と呟く

と、待ってましたとばかりに息子二

人が顔を合わせて笑うので、二人し

て何？と言うと「ママ絶対そう言う

と思った！」と声を揃えて笑うので

す。私：「こんな

ん歌っとったらあ

かんで」息子：「分

かってるやん。比

喩やし」私：「比

喩でもおかしいやろ。君は絶対神様じゃないやんか。『ゼロ

から始まった森羅万象』っていうのも、おかしいやろ」、息

子：「分かってるやん」という具合に会話が続きます。これ

は、一つの例に過ぎませんが、こんな風に、この世に流れる

情報をどの様に捉えるのか、私たちの神様はどんな方なのか

を、何度でも伝えます。

　もう一つ、大人向けの時事問題の勉強会を開催した時の出

来事です。ある参加者が「親がクリスチャンで子どもの時に

教会に連れていかれていた。ずっと世界は神様が創造したと

教えられていたのに、学校で進化論について初めて耳にして

びっくりした。」との発言を聞いたとき、「私はクリスチャン

なのですが、進化論も創造論もどちらも主張であって、ど

ちらも証明されてないんです。科学者の中には『Something 

Great』などと言って、進化論を否定せざるを得ない方々も

一定数おられて研究が続いています。私は創造論を支持して

います」と世界のトレンドについて伝えると、他の参加者の

中には「なるほど、考えてみれば確かにそうだなあ…。」と

か「私はどちらかというと進化論かなあ」とか、議論が生ま

れました。つまり、こういった会話が親子でも重要だと思っ

ています。聖書を通して世界を見、世界を通して聖書を考え

る習慣をつけることは誰にとっても大切です。

　小学生の娘たちは今、「暗唱聖句」にはまっています。自

分の名前の由来になった箇所、自分が好きな御言葉を、繰り

返し自分たちで書いては飾ったり、誰かにプレゼントしたり

します。子どもの頃から聖書に親しみ、その言葉にきっと勇

気や元気をもらっていたのでしょう。先日は、私の整体の先

生に、可愛い手作りのカードに御言葉

を添えてプレゼントして大変喜ばれま

した。教えてもないのに、こんな風に

周りの人々に祝福を分かち合う娘たち

を見ると子どもから教えられ、神様に

感謝せざるを得ません。

　これから子々孫々、「神のみ姿を捨

てられないとは考えずに地に下り、ご

自分の命さえも捨てて私たちを愛して

くださったイエス・キリストの愛」に

全身全霊をもって応えられるのなら、

こんなに嬉しいことはありません。

4 人の子どもたち（2022 年）

長男の高校入学（2025 年）

母の 78 歳誕生日（2026 年）

あかしあかしあかし

　　信仰のきっかけ 深草キリスト福音教会　曽我篤嗣　

　あれは 12 年前のことでした。

当時大学院に入り、自身の将来で

悩みを抱えていた私を見かねてな

のか、友人が教会に来ないかと誘

ってくれたのです。私はカトリック系の中高一貫校に通

っていたため、聖書の知識はわずかながらありました。

ものぐさな性格で、飽きっぽい傾向にあり、新たな環境

が苦手だった当時の私は「友人がいる」ことだけを頼り

に教会に通い始めました。

　このような性格の私でしたが、一度きりでは終わらず

それからも継続して礼拝に出席していました。そして牧

師のメッセージや聖書の学びを通じて、なによりも主の

前に跪き、祈ることがだいじであると気が付いたのです。

私が本格的に信仰を抱くきっかけになった御言葉を紹介

いたします。耳にした瞬間に冒頭で述べた悩みが吹っ切

れ、「主の道に入ろう」と心から思えました。「何も思い

煩わないで、あらゆる場合に、感謝をもってささげる祈

りと願いによって、あなたがたの願い事を神に知ってい

ただきなさい」（ピリピ４・６）

　以前いた教会から移り、深草教会で礼拝を捧げ始めて

気がつけば７年以上経過しました。教会にいること、主

に礼拝を捧げること、イエス・キリストの御名を崇め、

祈ることはもはや生活の一部となりつつあります。いま

では司会の奉仕をさせていただいていることもあり、御

言葉と向きあい、いただくという恵まれた日々を過ごし

ています。まことに感謝いたします。ほんとうにみなさ

まによくしていただき、改めて主と向き合う日々を送る

ことができています。これからも主とともに歩み、思い

煩うことなく主を見上げる者として生きてゆこうと思い

ます。

　　救いの証 町田純福音教会　古川民代　

　七人兄弟の末っ子として九州で生まれた私は両親に大

切に育てられました。その後、学校を順調に卒業して、

愛知県に引っ越しをし、東京青山で夫である古川と出会

い、結婚後、町田の山崎団地が抽選で当たり町田市に引

っ越し、子供にも恵まれ幸せな家庭生活を夢見ていたの

ですが、あることで人にだまされ、沢山のお金を取られ、

人間関係においても悩み、最終的に死を選んだこともあ

り、悲しい人生を歩んでいました。そんな時にある親子

と出会い、その方々から家庭集会に誘われて参加しまし

た。そこで御言葉を語ってくださった教会の牧師先生に

自分の過去を包み隠さず、全て話しました。「大変な目

にあいましたね。」先生のその一言に自然と涙が溢れ、

張り詰めていた背中が楽になったのを今でも覚えていま

す。その後、家にあったお札などを全て処分していただ

き、私を惑わしてきた紙切れから解放されました。「ま

た騙されるのではないか！」という不安は消え、私は教

会に通うようになり、そして十か月

目に洗礼を受けてクリスチャンとな

り、私の信仰生活がスタートしまし

た。金曜日の婦人会、日曜日は子供

たちのための日曜学校、そしてイエス様への礼拝。金曜

日も日曜日も楽しみな生活をしていたのですが、その後

いろいろなことがあり、私はしばらく教会に行くのを止

めてしまいました。それでも神様への思いは消えること

なく、いつしか不思議と足は教会へと向いていました。

初めは毎週一番後ろの席に座って献金だけ置いて早く帰

る繰り返しでした。でも教会員の婦人の皆さんが暖かく

接して下さり、その優しさにいつも神の愛を見ていまし

た。神の御言葉によって強められ、神への賛美によって

力を頂き、今日もイエス様への信仰によって生きている

この恵みに心から感謝いたします。
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  ＨＯＰをご支援いただいているＴＰＫＦ諸教会の皆様へ  ＨＯＰをご支援いただいているＴＰＫＦ諸教会の皆様へ

富士純福音キリスト教会グレイスチャーチ　川西ヨルゲン

　主の御名を賛美します。 

　バングラデシュの貧しい子どもたちのための施設、ホーム・

オブ・ピース（HOP）のために、これまでお祈りと温かいご

支援を賜り、心より感謝申し上げます。また、TPKF 大会では

「HOPカフェ」を開催させていただき、多くの皆様にご協力い

ただきました。おかげさまで、64,212 円の収益を HOP の働

きのために献げることができました。皆様のご支援に心より感

謝いたします。 

　現在、バングラデシュ政府に提出している日本のHOP 支援

会からの支援約束書（レター・オブ・インテント）は、2026

年 12 月までとなっています。そのため、HOP 支援会として

は、今年 12月まで責任をもってその務めを果たしてまいりま

す。そして、2027 年 1月からは、新たに一般社団法人「HOP 

JAPAN」を設立し、新しい支援体制へ移行します。これまで栄

シャローム福音教会が事務局を担ってまいりましたが、今後は

事務局および事務所を新しい法人へ移行いたします。それに伴

い、小山英児先生も代表を退任します。北陸の FCMF の先生

方と関係もあるニュータウンカルバリーフェローシップの梶山

直樹先生が新しい代表となります。これからも、小山先生は理

事として支えますが、私、ヨルゲンも、新法人の理事として引

き続きHOPを支えていきます。

　近年、日本から海外への送金手続きは年々厳しくなっていま

す。これまで利用してきた三菱 UFJ 銀行横浜支店での窓口送

金も、9月 30 日をもって取り扱いが終了します。今後は新し

い「HOP JAPAN」の法人口座へ移行します。9月 30日以降の

ご送金につきましては、新しい「HOP JAPAN」を通してバン

グラデシュに送金することになることをご理解いただければと

願います。

　今年度も皆様の尊いご協力により、すでに 300 万円をバン

グラデシュのHOPへ送金することができました。

　この 10 年間にわたり、TPKF 諸教会の皆様からいただいた

ご支援とご協力に、心から感謝申し上げます。皆様の愛によっ

て、多くのバングラデシュの子どもたちが希望を見いだすこと

ができました。また、福音は未伝道地域へ届けられ、吉田隆先

生の働きを通して各地の村々に教会も建てられています。神の

国の働きが着実に前進していることを、共に感謝しています。

　HOP 理事長のアルバート先生からも、「HOP を支えてくだ

さった TPKF の皆様に、ぜひ感謝を伝えてほしい」との言葉を

いただいております。皆様の祈りとご支援がなければ、HOP

の子どもたちを支え続けることはできませんでした。振り返れ

ば 10年前、HOPは経営的に大変厳しい状況にあり、理事長の

アルバート先生が日本へ来られ、支援をお願いされました。ア

ルバート先生は、TPKF と同じ北欧ペンテコステ・ミッション

（Free Christian Churches of Bangladesh）の代表でもあります。

TPKF 諸教会の皆様がこの働きを自分たちの宣教として受け止

め、ともに担ってくださった結果、今年は 570 名の子どもた

ちを支えることができています。

　この 10 年間で、HOP の施設も大きく整えられました。安

定した電力が供給されるようになり、新しい教室棟が建設さ

れ、老朽化していた食堂も新しく建て替えられました。さらに、

HOP の卒業生たちは教師、ソーシャルワーカー、警察官、看

護師などとして社会に送り出され、それぞれの場所で福音の光

を輝かせています。 

　支援体制は新しくなり、TPKF の公認の働きではなくなりま

すが、HOPの働きは続きます。どうか今後とも、バングラデシュ

の子どもたちとHOPの働きを覚え、お祈りいただきますよう、

心よりお願い申し上げます。

  日本宣教のためのパートナーシップの構築

フィダ・インターナショナル　　　　
執行顧問　ハリ・ハコラ　

　フィンランドのペンテコステ教会から世界

各地に宣教師を派遣してきましたフィダ・イ

ンターナショナル（以前はフィンランド自由海外伝道）は、ほ

ぼ 1世紀にわたり、世界中の教会や地域社会と協力し、希望

をもたらし、より良い未来を築くために活動してきました。

　私たちは宣教地諸国の地元の教会と協力し、イエス・キリス

トの福音を伝え、あらゆる国、文化、地域社会の人々が福音に

触れられるよう取り組んでいます。

　パートナーシップは、フィダの活動の中核をなしています。

私たちは宣教地の地元の教会や、キリスト教のパートナーと協

力し、彼らが地域社会に奉仕し、文化や言語の壁を越えて福音

を広める能力を強化しています。

　日本への最初の宣教師が日本にやって来てから 75年以上が

たちました。それ以来、いくつかの教会が設立され、フィダと

ＴＰＫＦに代表される日本のペンテコステ教会との間には、今

もなお強固な関係が築かれています。ＴＰＫＦとフィダとのパ

ートナーシップは実り多いものであり、私たちは今後数年にわ

たり、この関係をさらに深めていくことに尽力してまいります。

　今回日本での奉仕において新たな章を迎えるにあたり、フィ

ダはＴＰＫＦおよびキリスト福音教会と引き続き協力し、特に

学生伝道、メディア／アート、子ども伝道、教会開拓といった

分野において、まだ救われていない人々へ福音を伝える活動を

続けていきたいと考えています。（今までＴＰＫＦとフィダ間

で結ばれてきた関係をこの 11月に更新します。）

　将来的には、牧会奉仕の訓練を受けていないものの、これら

の様々な分野で経験が豊富であり、教会にとって祝福となり、

貴重な資源となり得る宣教師が数多く現れるでしょう。

子育て奮闘記 守山キリスト福音教会　上田佐和

　結婚前から、私たち夫婦は子どもについて・子育てについ

て話し合っていました。母だけクリスチャンの家庭で育った

私にとって、両親がクリスチャンの家庭は憧れでもあり、「望

んでも子どもを授からなかったら？里親や養子縁組の意向は

ある？」…「授かった場合、教育方針は？学校は？ホームス

クーリングがいいかな？」等、話題は尽きませんでした。そ

して、子どもの誕生の際には、どんな風に生きてほしいのか

願いを込めて、聖書から名前を付けました。

　我が家の子どもたちは、神様の守りと恵みの中、教会内・

外の多くの方に見守られ、現在、長男は高校生、次男は中学

生、長女と次女は小学生となりました。子ども 4人が乳幼

児の時には、こんなに大きくなる日が来るなんて想像する事

もできず、終わりがないように感じる子育てと家事に追い立

てられるように毎日が過ぎ、待ったなし。いつも自分の事は

後回し、座る暇もないような日々だったように思います。

　そんな中でも、いつ

も心に指針として持っ

ている御言葉は申命記

６・４～７でした。「聞

け、イスラエルよ。主

は私たちの神。主は唯

一である。心を尽くし、

いのちを尽くし、力を

尽くして、あなたの神、主を愛しなさい。私が今日あなたに

命じるこれらのことばを心にとどめなさい。これをあなたの

子どもたちによく教え込みなさい。あなたが家で座っている

ときも道を歩くときも、寝るときも起きるときも、これを彼

らに語りなさい。」日々の生活の中で、一緒に色々なことを

経験できることが子育ての特権でもありますが、ひとつひと

つの出来事について、聖書は何と教えているのか、神様はど

のようなお方か、折に触れ説明したり話し合ったり、考えさ

せたりしてきました。

　先日、象徴的なことがありまし

た。同じテーブルで、息子たちと私

の 3人でそれぞれに勉強や休憩を

していた時のことです。息子の選ん

だ BGMの歌詞に「君は僕の神様だ

ね～♪」と流れてきて、思わず私が

「それはおかしいやろっ！」と呟く

と、待ってましたとばかりに息子二

人が顔を合わせて笑うので、二人し

て何？と言うと「ママ絶対そう言う

と思った！」と声を揃えて笑うので

す。私：「こんな

ん歌っとったらあ

かんで」息子：「分

かってるやん。比

喩やし」私：「比

喩でもおかしいやろ。君は絶対神様じゃないやんか。『ゼロ

から始まった森羅万象』っていうのも、おかしいやろ」、息

子：「分かってるやん」という具合に会話が続きます。これ

は、一つの例に過ぎませんが、こんな風に、この世に流れる

情報をどの様に捉えるのか、私たちの神様はどんな方なのか

を、何度でも伝えます。

　もう一つ、大人向けの時事問題の勉強会を開催した時の出

来事です。ある参加者が「親がクリスチャンで子どもの時に

教会に連れていかれていた。ずっと世界は神様が創造したと

教えられていたのに、学校で進化論について初めて耳にして

びっくりした。」との発言を聞いたとき、「私はクリスチャン

なのですが、進化論も創造論もどちらも主張であって、ど

ちらも証明されてないんです。科学者の中には『Something 

Great』などと言って、進化論を否定せざるを得ない方々も

一定数おられて研究が続いています。私は創造論を支持して

います」と世界のトレンドについて伝えると、他の参加者の

中には「なるほど、考えてみれば確かにそうだなあ…。」と

か「私はどちらかというと進化論かなあ」とか、議論が生ま

れました。つまり、こういった会話が親子でも重要だと思っ

ています。聖書を通して世界を見、世界を通して聖書を考え

る習慣をつけることは誰にとっても大切です。

　小学生の娘たちは今、「暗唱聖句」にはまっています。自

分の名前の由来になった箇所、自分が好きな御言葉を、繰り

返し自分たちで書いては飾ったり、誰かにプレゼントしたり

します。子どもの頃から聖書に親しみ、その言葉にきっと勇

気や元気をもらっていたのでしょう。先日は、私の整体の先

生に、可愛い手作りのカードに御言葉

を添えてプレゼントして大変喜ばれま

した。教えてもないのに、こんな風に

周りの人々に祝福を分かち合う娘たち

を見ると子どもから教えられ、神様に

感謝せざるを得ません。

　これから子々孫々、「神のみ姿を捨

てられないとは考えずに地に下り、ご

自分の命さえも捨てて私たちを愛して

くださったイエス・キリストの愛」に

全身全霊をもって応えられるのなら、

こんなに嬉しいことはありません。

4 人の子どもたち（2022 年）

長男の高校入学（2025 年）

母の 78 歳誕生日（2026 年）

あかしあかしあかし

　　信仰のきっかけ 深草キリスト福音教会　曽我篤嗣　

　あれは 12 年前のことでした。

当時大学院に入り、自身の将来で

悩みを抱えていた私を見かねてな

のか、友人が教会に来ないかと誘

ってくれたのです。私はカトリック系の中高一貫校に通

っていたため、聖書の知識はわずかながらありました。

ものぐさな性格で、飽きっぽい傾向にあり、新たな環境

が苦手だった当時の私は「友人がいる」ことだけを頼り

に教会に通い始めました。

　このような性格の私でしたが、一度きりでは終わらず

それからも継続して礼拝に出席していました。そして牧

師のメッセージや聖書の学びを通じて、なによりも主の

前に跪き、祈ることがだいじであると気が付いたのです。

私が本格的に信仰を抱くきっかけになった御言葉を紹介

いたします。耳にした瞬間に冒頭で述べた悩みが吹っ切

れ、「主の道に入ろう」と心から思えました。「何も思い

煩わないで、あらゆる場合に、感謝をもってささげる祈

りと願いによって、あなたがたの願い事を神に知ってい

ただきなさい」（ピリピ４・６）

　以前いた教会から移り、深草教会で礼拝を捧げ始めて

気がつけば７年以上経過しました。教会にいること、主

に礼拝を捧げること、イエス・キリストの御名を崇め、

祈ることはもはや生活の一部となりつつあります。いま

では司会の奉仕をさせていただいていることもあり、御

言葉と向きあい、いただくという恵まれた日々を過ごし

ています。まことに感謝いたします。ほんとうにみなさ

まによくしていただき、改めて主と向き合う日々を送る

ことができています。これからも主とともに歩み、思い

煩うことなく主を見上げる者として生きてゆこうと思い

ます。

　　救いの証 町田純福音教会　古川民代　

　七人兄弟の末っ子として九州で生まれた私は両親に大

切に育てられました。その後、学校を順調に卒業して、

愛知県に引っ越しをし、東京青山で夫である古川と出会

い、結婚後、町田の山崎団地が抽選で当たり町田市に引

っ越し、子供にも恵まれ幸せな家庭生活を夢見ていたの

ですが、あることで人にだまされ、沢山のお金を取られ、

人間関係においても悩み、最終的に死を選んだこともあ

り、悲しい人生を歩んでいました。そんな時にある親子

と出会い、その方々から家庭集会に誘われて参加しまし

た。そこで御言葉を語ってくださった教会の牧師先生に

自分の過去を包み隠さず、全て話しました。「大変な目

にあいましたね。」先生のその一言に自然と涙が溢れ、

張り詰めていた背中が楽になったのを今でも覚えていま

す。その後、家にあったお札などを全て処分していただ

き、私を惑わしてきた紙切れから解放されました。「ま

た騙されるのではないか！」という不安は消え、私は教

会に通うようになり、そして十か月

目に洗礼を受けてクリスチャンとな

り、私の信仰生活がスタートしまし

た。金曜日の婦人会、日曜日は子供

たちのための日曜学校、そしてイエス様への礼拝。金曜

日も日曜日も楽しみな生活をしていたのですが、その後

いろいろなことがあり、私はしばらく教会に行くのを止

めてしまいました。それでも神様への思いは消えること

なく、いつしか不思議と足は教会へと向いていました。

初めは毎週一番後ろの席に座って献金だけ置いて早く帰

る繰り返しでした。でも教会員の婦人の皆さんが暖かく

接して下さり、その優しさにいつも神の愛を見ていまし

た。神の御言葉によって強められ、神への賛美によって

力を頂き、今日もイエス様への信仰によって生きている

この恵みに心から感謝いたします。
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教会紹介　　　　　　　丸岡福音キリスト教会　福井県坂井市丸岡町西里丸岡 10-9

　今年、8月 30日午前 4時 30分に福井県嶺北地方に大雨特別警報が発令され、

数時間後、教会横の田島川が氾濫し、教会は床下浸水になりました。幸い被害は

少なく、事なきを得ましたが、主の御手が働いていたことを感謝いたします。

　今年の教会聖句は、「宣教する教会」です。宣べ伝えるのはもちろん、相手の

ことをよく聞いてあげることも宣教であると考え、相手に寄り添い、理解してあ

げるようにと努めています。そして、ゴスペルや聖句書道展など行い、まだ福音

を聞いていない方々にできるだけ、イエス・キリストを知っていただけたらと思

って活動しております。

　少子高齢化ですが、高齢者と次世代の方々にはそんなに大きな溝はなく、豊か

な交わりを絶やさずに礼拝や各種集会を行っております。 （菅原純次）

ＦＣＭＦ秋の聖会（2026年9月20～21日 福井県敦賀市・きらめきみなと館）
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献
身
の
証
し

　
私
は
牧
師
家
庭
に
生

ま
れ
、
成
長
す
る
中
で

神
様
が
私
を
献
身
へ
と

導
い
て
お
ら
れ
る
こ
と

に
気
づ
き
ま
し
た
。
し
か
し
、
牧
師
の
働

き
の
忙
し
さ
や
人
間
関
係
の
難
し
さ
、
さ

ま
ざ
ま
な
問
題
へ
の
対
応
、
経
済
的
な
困

難
を
目
の
当
た
り
に
し
、「
牧
師
に
だ
け

は
な
り
た
く
な
い
」
と
思
う
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。

　
神
様
は
御
言
葉
や
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
通
し

て
何
度
も
語
り
か
け
て
く
だ
さ
い
ま
し
た

が
、
私
は
な
か
な
か
そ
の
導
き
を
受
け
入

れ
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。

　
そ
ん
な
あ
る
日
、
月
に
一
度
の
合
同
集

会
に
、
カ
ナ
ダ
か
ら
二
人
の
宣
教
師
が
来

ら
れ
ま
し
た
。
そ
の
時
も
神
様
は
彼
女
た

ち
を
通
し
て
語
ら
れ
ま
し
た
が
、
私
は
心

を
閉
ざ
し
て
い
ま
し
た
。
す
る
と
、
そ
の

う
ち
の
一
人
が
「
神
様
か
ら
言
葉
が
与
え

ら
れ
て
い
ま
す
」
と
言
っ
て
、
箴
言
３
章

５
〜
６
節
を
下
さ
い
ま
し
た
。

「
心
を
尽
く
し
て
主
に
拠
り
頼
め
。
自

分
の
悟
り
に
た
よ
る
な
。
あ
な
た
の
行
く

所
ど
こ
に
お
い
て
も
、
主
を
認
め
よ
。
そ

う
す
れ
ば
、
主
は
あ
な
た
の
道
を
ま
っ
す

ぐ
に
さ
れ
る
。」
ま
さ
に
自
分
の
心
を
指

摘
さ
れ
た
よ
う
で
、
ハ
ッ
と
し
ま
し
た
。

し
か
し
、「
も
う
二
度
と
会
う
こ
と
の
な

い
人
た
ち
だ
か
ら
」
と
自
分
に
都
合
よ
く

考
え
、
神
様
の
語
り
か
け
を
無
視
し
て
し

ま
い
ま
し
た
。

　
と
こ
ろ
が
翌
週
の
日
曜
日
、
予
定
が
変

更
に
な
り
、
そ
の
二
人
の
宣
教
師
が
私
た

ち
の
教
会
に
来
ら
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。
逃
げ
道
が
な
く
な
っ
た
と
感
じ
た
私

は
、
そ
の
日
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
通
し
て
、

神
様
か
ら「
わ
た
し
に
従
っ
て
き
な
さ
い
」

と
強
く
語
ら
れ
ま
し
た
。
そ
れ
で
も
、
こ

れ
ま
で
何
度
も
神
様
の
働
き
か
け
を
無
視

し
て
き
た
私
は
、
人
の
目
を
気
に
し
て
応

答
す
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。
そ

し
て
つ
い
に
、
メ
ッ
セ
ン
ジ
ャ
ー
か
ら
直

接
、「
神
様
が
あ
な
た
に
こ
う
言
っ
て
い

ま
す
。
す
べ
て
を
捨
て
て
、
わ
た
し
に
従

っ
て
き
な
さ
い
」
と
告
げ
ら
れ
ま
し
た
。

　
思
わ
ず
「
こ
れ
は
最
後
の
チ
ャ
ン
ス
で

す
か
」
と
尋
ね
る
と
、
彼
女
は
「
最
後
で

す
」
と
答
え
ま
し
た
。

　
こ
う
し
て
私
は
、神
様
の
憐
れ
み
と
愛
、

そ
し
て
忍
耐
深
い
導
き
に
よ
っ
て
、
よ
う

や
く
献
身
へ
と
踏
み
出
す
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。

　
今
は
、
こ
ん
な
私
を
見
捨
て
ず
、
忍
耐

を
も
っ
て
導
い
て
く
だ
さ
っ
た
神
様
の
恵

み
に
応
え
る
者
と
し
て
、
死
に
至
る
ま
で

忠
実
に
仕
え
、
与
え
ら
れ
た
使
命
を
全
う

し
て
い
き
た
い
と
願
っ
て
い
ま
す
。
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　ご意見、ご感想は次のメールアドレスにお願いします。pentecost@tpkf.org　　　　　ＴＰＫＦの公式ホームページ　https://tpkf.org/

■イーストフェローシップデー 〈イースト〉

　9月 23 日（祝日）に町田純福音教会において、イースト

フェローシップデーが開催されました。TPKF イーストの諸

教会が一つところに集まり、共にイエス・キリストを賛美す

るオープニングから聖霊の働きを豊かに味わう時となりまし

た。メッセージでは神奈川の開成クリスチャンセンターを開

拓された芳三容子先生が力強く開拓伝道の大切さを語ってく

ださり、どんな時でもチームワークを大切にして、一つのチ

ームとして前進することを主は望んでおられることを教えら

れる時となりました。午後からは年齢別の分科会が開かれ、

同年代の兄弟姉妹と信仰生活の悩みなどを共有し、笑いあり、

感動ありの楽しく、そして有意義な時となりました。やはり

愛する兄弟姉妹と顔と顔で交わることで元気と力を頂けるの

だと教えられるひと時となり、来年の再会を楽しみにしなが

ら幕を閉じました。ハレルヤ！ （町田純福音教会　小川祐司）

■ FCMF秋の聖会 〈FCMF〉

　9月 20 日（日）～ 21 日（月）に福井県敦賀市のきらめ

きみなと館で、FCMF秋の聖会がもたれました。テーマは「御

霊によって生きる」（ガラテヤ５・25）。講師には御殿場純

福音キリスト教会の中見透牧師をお迎えしました。

　日曜礼拝を終えて集まった初日と、休日である 2日目は

朝から夕方まで、3つの聖会で御言葉に聞き、中見師の豊か

な経験談と宣教への情熱に刺激を受けつつ、励ましをいただ

きました。各聖会後には毎回祈りの時間をとり、内に住んで

おられる聖霊様が働いてくださる期待に満ちました。聖会毎

に特別賛美が演奏され、共に主をあがめました。

　2日目はキッズ・プログラムがもたれ、子どもたちが伸び

伸びと楽しく過ごしている様子が印象的でした。また今回も

2台のキッチンカーに来ていただき、約 2時間の昼食と交わ

りの時間を楽しみました。主に感謝します。 　（札場義宣）

■キリスト福音教会秋季聖会〈キリスト福音〉

　9月 21 日（月 /祝）に日本フィンランド学校でキリスト

福音教会秋季聖会が行われ、146 名の参加がありました。

テーマはヨハネ 15・16 から「さぁ、出かけていこう」、講

師は奈良ブレッシングチャーチ牧師の李守先生でした。

　聖会Ⅰでは、ルカ５・１～ 11から、ご自身の救いと献身

の証を交えて、主に従う人生こそ本当の人生、最高の人生で

あると語ってくださいました。また、聖会Ⅱでは、テーマ聖

句を中心に、私たちは恵みにより主につながり多くの実を結

ぶように選ばれたこと、日本にリバイバルが来るために「主

よ、私を造り変えてください」「主よ、私を用いてください」

という 2つの祈りが必要であることを語ってくださり、そ

の後、参加者一人一人が招きに応じて祈り、主への賛美と期

待に溢れる時間となりました。

　他にも、キッズ聖会やユース交わり会、カフェや福音の家

の出店などがあり、祝福された聖会となったことを主に感謝

します。 （水口キリスト福音教会　西川牧雄）

　ＫＢＩのためにいつもお祈りとご支援をあ

りがとうございます。ＫＢＩでは来たる 11

月 25 日（水）～ 27 日（金）にＫＢＩフレンズシェア（旧

ワーカーズシェア）がもたれます。講師は豊田信行師（ニュ

ーライフキリスト教会）です。この 2、3年、超教派の集会

でよく目にするワードは「協力」「共に」とか「繋がり（コ

ネクト）」のように思います。日本のリバイバルが益々近づ

く時に、励まし合い、本音で語り合い祈り合う繋がり、「自

分の安全地帯がある」ことの必要を感じます。ＫＢＩフレン

ズの会にはＫＢＩ卒業生、修了生でなくても入会できます。

ＫＢＩを通しての繋がりがさらに拡がっていくようにと願い

ます。それから、ぜひＫＢＩの来年度の新入生のためにもお

祈りをよろしくお願いします。主が呼んでおられる一人一人

が信仰の一歩を踏み出すことができますように。

（関西聖書学院　髙橋めぐみ）

■ＫＢＩ

■イースト

○伊勢原聖書キリスト教会

教会名変更

伊勢原聖書キリスト教会→いせはら聖書キリスト教会

■ＦＣＭＦ

○Hope House

10月グン・クレスエイエ宣教師、15年の日本宣教を終えて

ノルウェーに帰国。ご奉仕ありがとうございました。

○北広島自由キリスト教会

教会名変更「須磨自由キリスト教会　北広島教会」、

通称　北広島教会

○岐阜純福音教会

秋のユースキャンプ

日時:10月11～12日、特別ゲスト：北山奨先生（神戸キリ

スト栄光教会）、会場：岐阜純福音教会

○小松ベタニヤ福音教会

新会堂建設のための土地取得完了

■ＫＦＫ

○平川めぐみ教会

8月中村光芳伝道師退職

教会情報・働き人情報

第63回 ＴＰＫＦ大会ご案内
日程：2027年4月28日㈬～30日㈮
講師：福野正和師
　　　（RIC南大阪福音教会主任牧師）
場所：滋賀県　希望ヶ丘青年の城（予定）
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　今年、8月 30日午前 4時 30分に福井県嶺北地方に大雨特別警報が発令され、

数時間後、教会横の田島川が氾濫し、教会は床下浸水になりました。幸い被害は

少なく、事なきを得ましたが、主の御手が働いていたことを感謝いたします。

　今年の教会聖句は、「宣教する教会」です。宣べ伝えるのはもちろん、相手の

ことをよく聞いてあげることも宣教であると考え、相手に寄り添い、理解してあ

げるようにと努めています。そして、ゴスペルや聖句書道展など行い、まだ福音

を聞いていない方々にできるだけ、イエス・キリストを知っていただけたらと思

って活動しております。

　少子高齢化ですが、高齢者と次世代の方々にはそんなに大きな溝はなく、豊か

な交わりを絶やさずに礼拝や各種集会を行っております。 （菅原純次）

ＦＣＭＦ秋の聖会（2026年9月20～21日 福井県敦賀市・きらめきみなと館）

Pentecostペンテコステ　単立ペンテコステ教会フェローシップ機関誌　第 163 号　2026 年 11 月発行　1部 150 円
発行人：中見 透　 編集人：札場義宣  小川祐司  吉田隆　発行所：御殿場純福音キリスト教会 〒412 - 0024 御殿場市東山711-24 TEL.0550-82-2872
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私
は
牧
師
家
庭
に
生

ま
れ
、
成
長
す
る
中
で

神
様
が
私
を
献
身
へ
と

導
い
て
お
ら
れ
る
こ
と

に
気
づ
き
ま
し
た
。
し
か
し
、
牧
師
の
働

き
の
忙
し
さ
や
人
間
関
係
の
難
し
さ
、
さ

ま
ざ
ま
な
問
題
へ
の
対
応
、
経
済
的
な
困
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を
目
の
当
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り
に
し
、「
牧
師
に
だ
け

は
な
り
た
く
な
い
」
と
思
う
よ
う
に
な
り

ま
し
た
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神
様
は
御
言
葉
や
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
通
し

て
何
度
も
語
り
か
け
て
く
だ
さ
い
ま
し
た

が
、
私
は
な
か
な
か
そ
の
導
き
を
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け
入

れ
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。

　
そ
ん
な
あ
る
日
、
月
に
一
度
の
合
同
集

会
に
、
カ
ナ
ダ
か
ら
二
人
の
宣
教
師
が
来

ら
れ
ま
し
た
。
そ
の
時
も
神
様
は
彼
女
た

ち
を
通
し
て
語
ら
れ
ま
し
た
が
、
私
は
心

を
閉
ざ
し
て
い
ま
し
た
。
す
る
と
、
そ
の

う
ち
の
一
人
が
「
神
様
か
ら
言
葉
が
与
え

ら
れ
て
い
ま
す
」
と
言
っ
て
、
箴
言
３
章

５
〜
６
節
を
下
さ
い
ま
し
た
。

「
心
を
尽
く
し
て
主
に
拠
り
頼
め
。
自

分
の
悟
り
に
た
よ
る
な
。
あ
な
た
の
行
く

所
ど
こ
に
お
い
て
も
、
主
を
認
め
よ
。
そ

う
す
れ
ば
、
主
は
あ
な
た
の
道
を
ま
っ
す

ぐ
に
さ
れ
る
。」
ま
さ
に
自
分
の
心
を
指

摘
さ
れ
た
よ
う
で
、
ハ
ッ
と
し
ま
し
た
。

し
か
し
、「
も
う
二
度
と
会
う
こ
と
の
な

い
人
た
ち
だ
か
ら
」
と
自
分
に
都
合
よ
く

考
え
、
神
様
の
語
り
か
け
を
無
視
し
て
し

ま
い
ま
し
た
。

　
と
こ
ろ
が
翌
週
の
日
曜
日
、
予
定
が
変

更
に
な
り
、
そ
の
二
人
の
宣
教
師
が
私
た

ち
の
教
会
に
来
ら
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し

た
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逃
げ
道
が
な
く
な
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た
と
感
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私

は
、
そ
の
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の
メ
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ー
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し
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神
様
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わ
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に
従
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き
な
さ
い
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く
語
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れ
ま
し
た
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し
て
き
た
私
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し
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応

答
す
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。
そ

し
て
つ
い
に
、
メ
ッ
セ
ン
ジ
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ー
か
ら
直

接
、「
神
様
が
あ
な
た
に
こ
う
言
っ
て
い

ま
す
。
す
べ
て
を
捨
て
て
、
わ
た
し
に
従

っ
て
き
な
さ
い
」
と
告
げ
ら
れ
ま
し
た
。

　
思
わ
ず
「
こ
れ
は
最
後
の
チ
ャ
ン
ス
で

す
か
」
と
尋
ね
る
と
、
彼
女
は
「
最
後
で

す
」
と
答
え
ま
し
た
。

　
こ
う
し
て
私
は
、神
様
の
憐
れ
み
と
愛
、

そ
し
て
忍
耐
深
い
導
き
に
よ
っ
て
、
よ
う

や
く
献
身
へ
と
踏
み
出
す
こ
と
が
で
き
ま

し
た
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今
は
、
こ
ん
な
私
を
見
捨
て
ず
、
忍
耐

を
も
っ
て
導
い
て
く
だ
さ
っ
た
神
様
の
恵

み
に
応
え
る
者
と
し
て
、
死
に
至
る
ま
で

忠
実
に
仕
え
、
与
え
ら
れ
た
使
命
を
全
う

し
て
い
き
た
い
と
願
っ
て
い
ま
す
。
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単立ペンテコステ教会フェローシップ諸教会
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横浜フィラデルフィヤ教会 ／ 磯子フィラデルフィア教会 ／ 金沢フィラデルフィヤ教会 ／ 横須賀クリスチャンセンター横浜フィラデルフィヤ教会 ／ 磯子フィラデルフィア教会 ／ 金沢フィラデルフィヤ教会 ／ 横須賀クリスチャンセンター
保土ヶ谷純福音教会神の愛チャペル ／ 戸塚カルバリ純福音教会 ／ 栄シャローム福音教会 ／ いせはら聖書キリスト教会 ／ 秦野クリスチャンセンター保土ヶ谷純福音教会神の愛チャペル ／ 戸塚カルバリ純福音教会 ／ 栄シャローム福音教会 ／ いせはら聖書キリスト教会 ／ 秦野クリスチャンセンター

開成クリスチャンセンター ／ 北アルプスグローバルチャーチ白馬キリスト福音教会 ／ 南アルプスグローバルチャーチ小笠原純福音教会開成クリスチャンセンター ／ 北アルプスグローバルチャーチ白馬キリスト福音教会 ／ 南アルプスグローバルチャーチ小笠原純福音教会
甲府カルバリ純福音教会 ／ ハーベスト・チャーチ山梨 ／ 裾野純福音キリスト教会 ／ 御殿場純福音キリスト教会 ／ 富士純福音キリスト教会グレイスチャーチ 甲府カルバリ純福音教会 ／ ハーベスト・チャーチ山梨 ／ 裾野純福音キリスト教会 ／ 御殿場純福音キリスト教会 ／ 富士純福音キリスト教会グレイスチャーチ 

いのちのパンの家　湘南 ／ 小松ベタニヤ福音教会 ／ ホープハウス ／ 福井自由キリスト教会 ／ ブンキョウゴスペルセンターいのちのパンの家　湘南 ／ 小松ベタニヤ福音教会 ／ ホープハウス ／ 福井自由キリスト教会 ／ ブンキョウゴスペルセンター
松岡福音教会 ／ 丸岡福音キリスト教会 ／ 勝山自由キリスト教会 ／ The Lighthouse 749（三国）／ 武生自由キリスト教会松岡福音教会 ／ 丸岡福音キリスト教会 ／ 勝山自由キリスト教会 ／ The Lighthouse 749（三国）／ 武生自由キリスト教会
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岐阜純福音教会 ／ 岐阜純福音白鳥教会 ／ 岐阜ライフチャーチ ／ 美濃グレースチャーチ ／ 本地ヶ原自由キリスト教会岐阜純福音教会 ／ 岐阜純福音白鳥教会 ／ 岐阜ライフチャーチ ／ 美濃グレースチャーチ ／ 本地ヶ原自由キリスト教会

瀬戸サレム教会 ／ グレイスインクライスト教会（大阪キリスト福音教会名古屋伝道所） ／ 滋賀キリスト福音教会 ／ 守山キリスト福音教会瀬戸サレム教会 ／ グレイスインクライスト教会（大阪キリスト福音教会名古屋伝道所） ／ 滋賀キリスト福音教会 ／ 守山キリスト福音教会
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　私たちの願いはすべてのＴＰＫＦの信徒が１部ずつ持つことです。　私たちの願いはすべてのＴＰＫＦの信徒が１部ずつ持つことです。

　ご意見、ご感想は次のメールアドレスにお願いします。pentecost@tpkf.org　　　　　ＴＰＫＦの公式ホームページ　https://tpkf.org/

■イーストフェローシップデー 〈イースト〉

　9月 23 日（祝日）に町田純福音教会において、イースト

フェローシップデーが開催されました。TPKF イーストの諸

教会が一つところに集まり、共にイエス・キリストを賛美す

るオープニングから聖霊の働きを豊かに味わう時となりまし

た。メッセージでは神奈川の開成クリスチャンセンターを開

拓された芳三容子先生が力強く開拓伝道の大切さを語ってく

ださり、どんな時でもチームワークを大切にして、一つのチ

ームとして前進することを主は望んでおられることを教えら

れる時となりました。午後からは年齢別の分科会が開かれ、

同年代の兄弟姉妹と信仰生活の悩みなどを共有し、笑いあり、

感動ありの楽しく、そして有意義な時となりました。やはり

愛する兄弟姉妹と顔と顔で交わることで元気と力を頂けるの

だと教えられるひと時となり、来年の再会を楽しみにしなが

ら幕を閉じました。ハレルヤ！ （町田純福音教会　小川祐司）

■ FCMF秋の聖会 〈FCMF〉

　9月 20 日（日）～ 21 日（月）に福井県敦賀市のきらめ

きみなと館で、FCMF秋の聖会がもたれました。テーマは「御

霊によって生きる」（ガラテヤ５・25）。講師には御殿場純

福音キリスト教会の中見透牧師をお迎えしました。

　日曜礼拝を終えて集まった初日と、休日である 2日目は

朝から夕方まで、3つの聖会で御言葉に聞き、中見師の豊か

な経験談と宣教への情熱に刺激を受けつつ、励ましをいただ

きました。各聖会後には毎回祈りの時間をとり、内に住んで

おられる聖霊様が働いてくださる期待に満ちました。聖会毎

に特別賛美が演奏され、共に主をあがめました。

　2日目はキッズ・プログラムがもたれ、子どもたちが伸び

伸びと楽しく過ごしている様子が印象的でした。また今回も

2台のキッチンカーに来ていただき、約 2時間の昼食と交わ

りの時間を楽しみました。主に感謝します。 　（札場義宣）

■キリスト福音教会秋季聖会〈キリスト福音〉

　9月 21 日（月 /祝）に日本フィンランド学校でキリスト

福音教会秋季聖会が行われ、146 名の参加がありました。

テーマはヨハネ 15・16 から「さぁ、出かけていこう」、講

師は奈良ブレッシングチャーチ牧師の李守先生でした。

　聖会Ⅰでは、ルカ５・１～ 11から、ご自身の救いと献身

の証を交えて、主に従う人生こそ本当の人生、最高の人生で

あると語ってくださいました。また、聖会Ⅱでは、テーマ聖

句を中心に、私たちは恵みにより主につながり多くの実を結

ぶように選ばれたこと、日本にリバイバルが来るために「主

よ、私を造り変えてください」「主よ、私を用いてください」

という 2つの祈りが必要であることを語ってくださり、そ

の後、参加者一人一人が招きに応じて祈り、主への賛美と期

待に溢れる時間となりました。

　他にも、キッズ聖会やユース交わり会、カフェや福音の家

の出店などがあり、祝福された聖会となったことを主に感謝

します。 （水口キリスト福音教会　西川牧雄）

　ＫＢＩのためにいつもお祈りとご支援をあ

りがとうございます。ＫＢＩでは来たる 11

月 25 日（水）～ 27 日（金）にＫＢＩフレンズシェア（旧

ワーカーズシェア）がもたれます。講師は豊田信行師（ニュ

ーライフキリスト教会）です。この 2、3年、超教派の集会

でよく目にするワードは「協力」「共に」とか「繋がり（コ

ネクト）」のように思います。日本のリバイバルが益々近づ

く時に、励まし合い、本音で語り合い祈り合う繋がり、「自

分の安全地帯がある」ことの必要を感じます。ＫＢＩフレン

ズの会にはＫＢＩ卒業生、修了生でなくても入会できます。

ＫＢＩを通しての繋がりがさらに拡がっていくようにと願い

ます。それから、ぜひＫＢＩの来年度の新入生のためにもお

祈りをよろしくお願いします。主が呼んでおられる一人一人

が信仰の一歩を踏み出すことができますように。

（関西聖書学院　髙橋めぐみ）

■ＫＢＩ

■イースト

○伊勢原聖書キリスト教会

教会名変更

伊勢原聖書キリスト教会→いせはら聖書キリスト教会

■ＦＣＭＦ

○Hope House

10月グン・クレスエイエ宣教師、15年の日本宣教を終えて

ノルウェーに帰国。ご奉仕ありがとうございました。

○北広島自由キリスト教会

教会名変更「須磨自由キリスト教会　北広島教会」、

通称　北広島教会

○岐阜純福音教会

秋のユースキャンプ

日時:10月11～12日、特別ゲスト：北山奨先生（神戸キリ

スト栄光教会）、会場：岐阜純福音教会

○小松ベタニヤ福音教会

新会堂建設のための土地取得完了

■ＫＦＫ

○平川めぐみ教会

8月中村光芳伝道師退職

教会情報・働き人情報

第63回 ＴＰＫＦ大会ご案内
日程：2027年4月28日㈬～30日㈮
講師：福野正和師
　　　（RIC南大阪福音教会主任牧師）
場所：滋賀県　希望ヶ丘青年の城（予定）
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